
“ふじのくに美しく品格のある邑”から季節の情報を発信

●戸田（沼津市）
●富士山のふもとの郷を
　守る邑（富士市） 
●清沢（静岡市） 
●抜里（島田市） 
●とうもんの里（掛川市） 
●大塚地区（浜松市）  

《
邑
び
と
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
》

●
地
名（
川
根
本
町
）

●
中
の
島（
焼
津
市
）

●
深
良
地
区（
裾
野
市
）

●
神
座
里
山
多
夢
の
会（
湖
西
市
）

●
中（
西
伊
豆
町
） 

特集

イベントカレンダー

interview
加増野（下田市）
小谷あゆみの「むらレポ」Vol.12
二子湧水の里（御殿場市）
静岡大学フィールドワークレポート

東山口・西山口（掛川市）
村櫛地区（浜松市）
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Shizuoka

伊豆の国市

函南町 熱海市

掛川市

島田市
藤枝市

焼津市

牧之原市

御前崎市

静岡市

富士宮市

富士市 沼津市 三島市

裾野市

御殿場市

小山町

川根本町

東伊豆町

河津町

南伊豆町

西伊豆町

松崎町
下田市

伊東市
伊豆市

伊豆
地域

邑23

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ地形と
清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品目数において
全国トップクラス。この豊かな食材を生産する県内の農山漁村に
は、棚田や茶畑といった美しい風景に加えて、古くから伝わる文化
や伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」があります。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に思い、
それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集まって、真摯
に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。平成24年度に県内35市
町の45地域が認定されたのを皮切りに、毎年登録数が増え続け、
平成31年2月現在で129地域が名を連ねています。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた山間地
の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個性はさまざま
です。
　周辺環境だけに留まらず、規模の大小、文化や歴史、特産品や名
物など、129の地域にはそれぞれに特徴があり、県全域で多彩で多
様な魅力を形成しています。
　
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域を愛
し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れる人にとっ
て、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合のホーム
ページにあります。魅力的な場所、地域の特産品、参加できるイベ
ント情報なども掲載されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。

ふじのくに
美しく品格のある邑って?

む ら

新登録
新登録

新登録

新登録

中部
地域

邑35

東部
地域

邑25

いっぷく処 横川

源氏とひまわりの里

そよかぜ
広場

嶺田用水
の里

茶文字の里 東山

報徳・温泉・
農業の里 倉真

カカシ祭りの里 新野

千框の棚田

掛川天守をのぞむ里

西島

吉田たんぼ

蛭ケ谷

間の宿 菊川

坂部

湯日

岡部本郷

殿

方ノ上

葉梨
山水会本郷

いくみ
神座鵜網

越地

ささま

徳山

縁結びの村くのわき

けっこい瀬平

池の谷・閑蔵

浜石岳と
八千代の桜

大代

有東木

大沢地区

玉川
布沢
原・新丹谷

奥藁科・大川

奥長島〈足久保〉
水見色

岩本山とかりがね堤を守る邑

寿太郎みかんのふるさと 西浦

久米田

浮島

天子ヶ岳の里

内房の里

南条の里

柚野の里

上長窪地区

三島箱根西麓地区

パノラマ
遊花の里 せせらぎ中清水

沼田ロマンチック街道
西澤水系

金太郎産湯の里 湯船上野美農里の会
吉久保日吉の里

日本一の
だいだいの里「多賀」

丹那

浮橋

富戸吉田

大川

桂流コシヒカリの
ふる里

伊豆月ヶ瀬梅の里

いずのやね茅野 日本一の水わさびの邑

奈良本

大賀茂

伊豆見高入谷高原
上佐ヶ野わくわくの里

日野 元気な百姓達の里

下大沢
伊浜地区

石部赤根田村百笑の里
那賀地区

十足

韮山金谷

所領

深良地区 / P06

二子湧水の里 / P10

白糸の里

五感で癒される
湧水の里いのかしら

菅山原
朝比奈

中の島 / P05

東山口・西山口 / P13

地名 
/ P03 抜里 / P16

清沢 / P15

清水区西里

高天神の里
こがね色の里

中郷地区

中 / P08

戸田 / P15

加増野 / P11

韮山多田
富士山のふもとの
郷を守る邑 / P15
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浜松市

磐田市

湖西市

袋井市

西部

東部

東部

西部
地域

邑46

春が来た。
さあ、邑へ！
地名（川根本町） ────────── 03
中の島（焼津市） ─────────── 05
深良地区（裾野市） ────────── 06
神座里山多夢の会（湖西市） ───── 07
中（西伊豆町） ──────────── 08

「ふじのくに美しく品格のある
邑づくり」連合とは、邑づくり
の趣旨に賛同した県内全35市
町、静岡県、企業等が会員とな
り、「美しく品格のある邑」の
魅力向上やブランド力強化のた
めに、広報活動、情報収集、調
査研究を行い、「美しく品格の
ある邑」についての審査・登録
事務を行う組織です。

平成31年2月7日「首都
圏イノベーションセンター
MICAN（東京都品川区
大井）」と、「ふじのくに
美しく品格のある邑づく
り」連合は、首都圏に向
けた県内農山村のPRや
首都圏企業と農山村の
マッチング支援に関する
覚書を締結しました。

登
録
129
邑

〈
平
成
31
年
2
月
現
在
〉

「ふじのくに
美しく品格のある
邑づくり」連合とは

表紙／とんぼの里岩井〈磐田市〉
日本有数のトンボの生息地として知られる
桶ケ谷沼南側の畑では、毎年３月に菜の
花が見頃を迎えます。

むらとりっぷ

インタビュー
東山口・西山口（掛川市） ──── 13
村櫛地区（浜松市） ────────── 14

戸田（沼津市） ──────────── 15
富士山のふもとの郷を守る邑（富士市） 
清沢（静岡市）
抜里（島田市） ──────────── 16
とうもんの里（掛川市・袋井市・磐田市）
大塚地区（浜松市）

加増野（下田市） ──────── 11

二子湧水の里（御殿場市） ──────10

イベントカレンダー ────── 17

小谷あゆみの「むらレポ」 Vol.12

邑びとからのメッセージ────── 09
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静岡大学フィールドワークレポート

特集
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茶畑と霧／島田市越地

新所水とみどりのプロジェクト

佐吉の里・山口

三ヶ日みかんの里

竜ヶ石山～西四村の里～

中ノ町地区

銅鐸と水田のふるさと中川

水窪地区

一の宮の里

地域いきいき共生！
恩地町環境みどり会

都田地区

はるの山の楽校

中郡地区

いまい
保全の会

いっぷく処 横川

天方

美竹林と極旨
野菜の里

らびりんすゆうとう

ほっと龍山

花桃の里

夢未来くんま

久留女木の棚田
～竜宮小僧伝説の邑～

ひずるしい鎮玉

敷地村

とんぼの里 岩井

諸井里山の会

源氏とひまわりの里
森町南部

大好き！渋川

大塚地区 / P16

村櫛地区 / P14

とうもんの里 / P16

神座里山多夢の会 / P07 田原地区

和地ふるさと会

新登録

伊豆

伊豆

中部

中部

東部
東部

西部
西部

中部
中部

西部
西部

そばの里づくり
佐久間

邑名

邑づくりの
首都圏広報拠点が誕生！
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遊びに来て!

むらのおと 03

風
光
明
媚
な
里
山
が
若
草
色
で
萌
え
る
頃
、

人
々
の
暮
ら
し
も
明
る
い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

さ
あ
、
春
の
邑
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

特集

「地名」と対岸の邑「縁結びの
村くのわき」を結ぶ「塩郷の吊り
橋」は大井川にかかる吊り橋の
中で最も長く、全長は220.4m。
爽快な気分と最高のスリルが楽
しめます。また、別名「恋金橋」と
も呼ばれ、「縁結びの村くのわ
き」には、「縁」にまつわるパワー
スポットが多くあります。場所は
大井川鉄道「塩郷」駅からす
ぐ。吊り橋の下を列車が走る
シーンも必見です。

最近では地名に農家民宿
がオープン。農業作業の体
験や地元食材を使った料
理を味わえるなど、地名に
新たな魅力が加わりました。



特集

❶地名駅のすぐ近くにある日本一短いト
ンネル。全長は13mしかありません。
❷パラグライダーに乗って上空から見た
地名。邑内に広がる水田や大井川が大
きく曲流しているのがはっきり見えます。

春が来た。さあ、邑へ！

先
人
の
偉
業
を

大
切
に
守
り
続
け
る
邑

❸❹

中部

●車／新東名高速島田金谷ICから約
50分、東名高速吉田ICから約70分 
●電車／大井川鉄道・地名駅からすぐ

地名
じな

川根本町地名185-2
（地名地域振興センター）

根
本
町
の
地
名
地
区
は
、
大

井
川
が
大
き
く
曲
流
す
る

「
鵜
山
の
七
曲
り
」
の
最
上
流
部
に
あ

た
る
集
落
で
す
。
耕
作
地
が
少
な
く
、

か
つ
て
は
貧
困
に
あ
え
い
で
い
た
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
明
治
の
初
期
に
用
水
路

が
整
備
さ
れ
、
現
在
は
同
町
随
一
の

水
田
地
帯
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
地
区

の
自
治
会
長
・
山
下
初
さ
ん
は
「
こ
こ

は
水
田
で
命
を
つ
な
い
だ
地
域
。
先
人

の
偉
業
と
水
路
の
恩
恵
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
す
。

　
地
名
で
は
、
30
年
以
上
も
前
か
ら
、

地
元
の
小
学
生
を
対
象
に
歴
史
学
習

会
を
続
け
て
い
ま
す
。
内
容
は
現
存
す

る
水
路
を
見
学
し
な
が
ら
、
用
水
路
の

建
設
を
推
進
し
た
郷
土
の
偉
人
・
椎
野

作
之
八
や
三
倉
仲
四
郎
に
つ
い
て
学

ぶ
も
の
で
、
今
で
は
そ
の
歴
史
を
地

域
の
誰
も
が
知
っ
て
い
ま
す
。
水
路
の

完
成
で
2
ha
か
ら
20
　
に
広
が
っ
た

水
田
前
に
は
、
現
在
も
「
先
人
の
偉

業
」
と
記
さ
れ
た
案
内
板
が
立
っ
て

い
ま
す
。

　
歴
史
を
共
有
す
る
地
元
の
人
た
ち

に
は
結
束
力
が
あ
り
ま
す
。
近
年
は

区
民
発
案
に
よ
る
「
か
か
し
祭
り
」
が

2
年
に
1
度
行
わ
れ
、
水
田
脇
に
並

ぶ
約
20
体
の
案
山
子
が
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
大
井
川
鉄
道

の
S
L
、
日
本
一
短
い
ト
ン
ネ
ル
、
大

井
川
で
最
長
の
吊
り
橋
、
鵜
山
の
七

曲
り
を
見
下
ろ
す
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

な
ど
、
地
名
に
は
魅
力
的
な
観
光
資

源
が
多
数
あ
り
ま
す
。一
方
、
自
治

会
長
の
山
下
さ
ん
は
、マ
イ
ク
ロ
発
電

所
の
計
画
を
始
め
ま
し
た
。「
用
水

明
治
初
期
の
用
水
路
が

命
を
つ
な
い
だ
地
域

路
を
使
っ
て
小
さ
な
水
力
発
電
所
を

建
て
る
試
み
で
す
。
電
気
は
、
農
作

物
を
害
獣
か
ら
守
る
電
柵
設
備
等

に
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
山
下
さ
ん
。
郷
土
の
偉
人
が
築
い

た
用
水
路
を
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、

将
来
を
明
る
く
照
ら
す
行
動
力
は
、

今
後
も
地
名
に
活
力
を
与
え
て
い
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

川

❸歴史学習の授業を受ける中川根
南部小学校の4年生たち。水路に
は豊富な水が絶え間なく流れてい
ます。
❹ミニ水力発電所。小屋の中に発
電機が設置されています。
❺20haの水田が広がる西地名の
田んぼ。手前に見えるのが「先人の
偉業」の案内板です。
❻地名の特産品はお茶、お米、シイ
タケなど。浅蒸しの地名茶は風味が
長く続くと、お茶通に評判です。

ha

EVENT info
田植え・稲刈り体験

地名地区で無農薬米の米作り体験
参加費／1人1回1,000円
　　　　（保険料＋おやつ代）
問い合わせ／一般社団法人エコティか
わね ☎0547-58-7000

❺❻

2年に1度行われる「か
かし祭り」。今年は9月
～11月に開催。島田
市から参加する出品者
もいるそうです。

E-mail  ecotkawane@gmail.com 
URL  http://kawanehon-eco.com
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井
川
河
口
付
近
の
東
岸
に
広

が
る
「
中
の
島
」
は
、
平
安
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
、
伊
勢
神
宮
の

荘
園
「
小
杉
御
厨
」
が
あ
っ
た
地
域
で

す
。
古
く
か
ら
伝
わ
る
水
田
で
は
、
今

も
稲
作
が
行
わ
れ
、
米
農
家
の
間
で
は

「
大
井
川
の
伏
流
水
と
豊
か
な
土
壌
が

お
い
し
い
米
を
育
て
る
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
歴
史
あ
る
水
田
を
守

る
た
め
、「
中
の
島
地
域
環
境
保
全
活

動
組
織
」
は
、
12
年
前
か
ら
農
業
用
水

の
清
掃
、
草
刈
り
、
補
修
な
ど
の
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
農
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
目
的
で
、
子
供
会
と
協
働

で
田
植
え
や
稲
刈
り
、
餅
つ
き
大
会
な

ど
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
組
織
の
代

表
を
務
め
る
岡
村
正
雄
さ
ん
は
「
お
米

づ
く
り
の
教
育
を
通
じ
て
、
住
み
よ
い

環
境
を
作
る
と
共
に
、
農
業
の
担
い
手

を
育
て
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　
一
方
、
水
田
や
水
路
の
ゴ
ミ
問
題
も

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
組
織
の
前

代
表
・
森
崎
眞
廣
さ
ん
は
「
最
近
、
レ

ジ
袋
の
不
法
投
棄
が
目
立
ち
ま
す
。
地

域
住
民
だ
け
で
な
く
、
今
後
は
外
部
へ

向
け
て
も
、
環
境
意
識
の
向
上
を
訴
え

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
連
帯
感
を
高
め
て
い
る
の

は
、
毎
年
10
月
に
行
わ
れ
る
上
小
杉
八

幡
宮
の
例
大
祭
で
す
。
住
民
が
そ
ろ
い

の
法
被
を
身
に
つ
け
、「
や
ー
れ
、
や
ー

れ
、
や
ー
れ
よ
ぉ
」
と
声
を
上
げ
な
が

ら
屋
台
を
引
き
回
す
光
景
は
地
域
の
風

物
詩
。
上
小
杉
八
幡
宮
に
は
、
そ
の
年

に
生
ま
れ
た
子
を
突
き
合
わ
せ
る
「
神

相
撲
」
や
、
地
域
の
青
年
が
徒
歩
に
よ

る
流
鏑
馬
式
を
行
う
伝
統
行
事
も
あ

り
、
深
い
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　
美
し
い
水
田
を
伝
統
行
事
と
と
も
に

守
り
続
け
て
き
た
中
の
島
。
地
元
を
愛

す
る
住
民
の
熱
い
気
持
ち
は
、
こ
れ
か

ら
も
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

❶神官が行司を務めて行われる神相撲。
お腹を突き合わせて、大きな声で泣いた
方が勝ち。泣かずに我慢しても勝ち。
❷地域から選ばれた青年が行う流鏑馬
式。かつては騎乗して行われていました
が、近年は徒歩で矢を放ちます。

❸子供会と協働で行う田植え
体験。美しい水田に子どもたち
の元気な歓声が響き渡ります。
❹秋の稲刈り体験。農家の指
導のもと、稲を丁寧に干してい
きます。
❺収穫の感謝祭で行われる餅
つき大会。つきたてのお餅は子
どもたちにも大好評。
❻農業用水の堰堤に咲く桜。
地域住民の協力で水路は美し
く保たれています。

古
く
か
ら
伝
わ
る

美
し
い
水
田
を
守
り
、

育
み
、伝
え
る
取
り
組
み

伝
統
行
事
で
つ
な
ぐ

地
域
の
連
帯
感

大 ❶

❷

中部

●車／東名高速吉田ICから国
道150線経由で約15分、東名
高速大井川焼津藤枝スマート
ICより約5分 
●電車・バス／JR藤枝駅から
バス（しずてつジャストライン）
藤枝吉永線に乗車、「静浜基
地入口」下車、徒歩約10分

中の島
なかのしま

焼津市上小杉85
（上小杉八幡宮）

毎年10月の体育の日に上小杉八
幡宮の例大祭が行われます。地域
を練り歩く屋台の引き回しと、子ど
もたちによるお囃子の奉納は、中
の島の伝統行事。地域の歴史や活
気を感じます。

は
っ
ぴ

や
ぶ
さ
め

中の島地域環境保全活動組織の
代表・岡村正雄さん（右）と前代表
の森崎眞廣さん（左）。

❹❻

❸

❺

見に
きて

!
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農業体験授業で稲刈りをする
深良小学校の児童たち。邑では
子どもの頃から用水に親しみ、
その恵みを学んでいます。

左から邑人の土屋昌
宏さん、勝又純也さ
ん、小林俊さん。

野
市
の
深
良
地
区
は
、
江
戸

時
代
以
前
は
溶
岩
土
壌
で
表

流
水
が
得
に
く
い
渇
水
地
域
で
し
た
。

そ
こ
で
芦
ノ
湖
か
ら
導
水
す
べ
く
、
江

戸
時
代
の
先
人
が
箱
根
山
に
約
１
２
８

０
m
の
ト
ン
ネ
ル
を
手
掘
り
し
、
１
６

７
０
年
に
深
良
用
水
を
築
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
水
田
が
増
え
、
下
流
の
長

泉
町
と
清
水
町
の
２
町
を
含
め
て
８
千

石
の
米
が
と
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
も
農
業
や
発
電
を
は
じ
め
、

地
域
の
生
活
や
経
済
基
盤
を
支
え
る

深
良
用
水
は
、
世
界
か
ん
が
い
遺
産
と

全
国
疏
水
百
選
に
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

深
良
地
区
で
は
「
美
し
い
水
と
緑
保

全
の
会
」
が
中
心
と
な
り
、
年
に
一
度
、

水
路
で
あ
る
深
良
川
（
新
川
）
の
一
斉

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
用

水
の
水
を
止
め
る
た
め
、
深
良
小
学
校

の
6
年
生
が
許
可
な
し
で
は
入
れ
な
い

素
掘
り
の
ト
ン
ネ
ル
内
部
を
見
学
。
ま

さ
に
邑
の
子
ど
も
の
特
権
で
す
。

　

邑
で
は
６
年
前
か
ら
、
用
水
が
通
水

し
た
４
月
25
日
近
く
の
日
曜
日
に
「
深

良
用
水
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
完
成
当

春が来た。さあ、邑へ！

時
の
衣
装
に
扮
し
た
仮
装
行
列
や
早

乙
女
姿
の
女
性
た
ち
に
よ
る
田
植
え

な
ど
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
の
き
っ
か
け
は
、
深
良

中
学
校
で
用
水
の
歴
史
を
学
ぶ
た
め

に
行
わ
れ
て
い
る
「
い
の
ち
の
用
水
」

と
い
う
劇
で
す
。
邑
で
は
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
地
元
の
宝
を
尊
び
、
継
承

す
る
礎
が
築
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

近
年
、
用
水
の
原
点
で
あ
っ
た
農

業
者
が
減
少
す
る
中
、
新
た
に
農
業

に
挑
戦
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
一

人
、
勝
又
純
也
さ
ん
は
、
脱
サ
ラ
し
て

イ
チ
ゴ
農
家
に
転
身
。
新
品
種
「
き

ら
ぴ
香
」
を
主
軸
に
イ
チ
ゴ
で
生
活

を
立
て
、
水
稲
栽
培
も
行
っ
て
い
ま

す
。
イ
チ
ゴ
は
裾
野
市
の
ふ
る
さ
と

納
税
返
礼
品
に
も
な
っ
て
お
り
、
供

給
が
追
い
付
か
な
い
ほ
ど
の
大
人

気
。
邑
の
新
た
な
特
産
品
と
し
て
期

待
が
か
か
り
ま
す
。

３
５
０
年
守
り
続
け
る

「
い
の
ち
の
用
水
」

中
学
生
の
劇
が
引
き
金
で
始
ま
っ
た

「
深
良
用
水
ま
つ
り
」

特集

裾

●車／東名高速裾野ICから約6分 
●電車・バス／JR御殿場線・岩波駅よ
り富士急シティバス「裾野市民文化セ
ンター」下車（裾野市民文化センター）

深良地区
ふからちく

裾野市深良655（深良小学校）

東部

深良用水まつり
仮装行列、お田植初め、もちまき、各
種イベントなど
開催／4月25日直近の日曜日（9：00
～15：00）
会場／深良小学校グラウンドとその
周辺（問い合わせ：裾野市役所深良
支所 ☎055-992-0400）

深良地区コミュニティまつり
深良小学校吹奏楽クラブ演奏ほかス
テージイベント、もちまき、出店など
開催／11月の第2土曜日または第3
日曜日
会場／深良小学校グラウンド

EVENT info

❶「深良用水まつり」の名物、仮装行
列。隧道掘削人や用水開拓の立役者
である大庭源ノ丞、箱根神社の別当
快長なども登場。
❷早乙女たちによる田植え。早乙女
とは田植えをする乙女のことで、これ
も祭儀のひとつ。
❸用水に育まれた地元米を使った純
米酒「すその」は、パッケージを裾野
高校美術部がデザイン。地元の酒屋
でしか買えないプレミアム酒です。

裾野産のイチゴは寒暖差から生まれる甘
みが自慢。なかなか地元に出回らないも
のの、JAなんすん富岡支店で毎朝10時
～10時30分までの間なら、各農家から出
荷されたばかりのイチゴを購入可能。昨
年、静岡県「いちご果実品評会」で銅賞
に輝いた勝又純也さんのイチゴは、自身
が経営する「いちごの里」（裾野市深良
1092）でも買うことができる。

食べてみて
!

❶

❷
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西
市
の
北
東
部
に
位
置
す
る

神
座
地
区
は
、
常
緑
の
小
高

木
・
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
の
北
限
群
生
地

で
す
。
国
内
で
は
熊
本
、
伊
勢
、
湖
西

に
だ
け
自
生
す
る
こ
の
樹
木
は
、
絶
滅

危
惧
I
B
類
に
分
類
さ
れ
る
希
少
な

植
物
で
、
静
岡
県
の
天
然
記
念
物
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ト
キ
ワ

マ
ン
サ
ク
を
地
域
で
守
り
、
地
域
づ
く

り
に
生
か
そ
う
と
立
ち
上
が
っ
た
の
が

「
神
座
里
山
多
夢
の
会
」
で
す
。
同
会

は
約
2
0
年
前
に
発
足
し
た
「
ト
キ
ワ

マ
ン
サ
ク
里
づ
く
り
推
進
会
」
を
母
体

に
、
婦
人
会
、
子
供
会
、
老
人
会
、
耕

作
組
合
を
巻
き
込
み
、
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
活
動

は
、
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
の
保
護
・
育
成

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
遊
休
農
地
へ
の

里
芋
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
植
え
付
け
、

ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
ま
つ
り
の
開
催
、
用

水
路
の
草
刈
り
、
芋
掘
り
大
会
、

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
植
栽
、
菜
の
花
や

彼
岸
花
の
鑑
賞
会
な
ど
多
種
多
様
で

す
。
年
間
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
活
動

は
地
域
交
流
の
架
け
橋
に
な
り
、
界

隈
に
は
老
若
男
女
の
明
る
い
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
地
区
に
は
ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
群

生
地
の
ほ
か
、
勝
負
必
勝
の
神
様
・

摩
利
支
天
を
祀
る
「
東
雲
寺
」
、
約

1
4
0
0
年
前
の
古
墳
が
並
ぶ
「
神

座
古
墳
群
」
、
低
い
山
並
み
が
続
く

「
湖
西
連
峰
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
」
な

ど
、
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
標
高
1
7
0
ｍ
の
嵩

山
（
す
や
ま
）
か
ら
眺
め
る
浜
名
湖

も
美
し
く
、
1
日
か
け
て
楽
し
む
観

光
ル
ー
ト
も
人
気
で
す
。

　

ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
の
花
は
黄
緑
白

色
で
、
4
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
満
開
を
迎
え
ま
す
。
同
会
代
表
の

杉
浦
照
晃
さ
ん
も
「
神
座
を
訪
れ
る

な
ら
、
や
っ
ぱ
り
春
が
一
番
か
な
」
と

太
鼓
判
。
自
然
と
歴
史
が
あ
ふ
れ
る

神
座
に
、
こ
の
春
、
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

遊休農地にトウモロコシを植える子
どもたち。ヒマワリ、菜の花、彼岸花
などの景観植物を植える活動も
行っています。花が咲く時期には鑑
賞会も。

❶トキワマンサクの群生地。満開の
時期には花見をする人も。
❷トキワマンサクの枝を挿し木する
神座里山多夢の会。
❸神座里山多夢の会の主要メン
バー。左から代表の杉浦照晃さん、
自治会長の坂野明さん、前副会長
の西尾昌武さん、トキワマンサク推
進会長の石田博嗣さん。

希
少
な
樹
木

ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
で

つ
な
が
る
美
し
い
邑

訪
れ
る
な
ら
春
が
一
番
！

湖

西部

●車／東名高速三ヶ日ICから浜名
湖レークサイドウェイ経由で約20分 
●電車／天竜浜名湖鉄道・大森駅か
ら徒歩20分

神座里山
多夢の会
かんざさとやまたむのかい

湖西市神座116-1
（神座集落センター）

EVENT info
東雲寺 摩利支天大祭
開催／毎年2月最終日曜日
会場／東雲寺（湖西市神座463）
内容／毎年2月に行われる大祭
には大漁、合格、試合の勝利など
を祈願する人が多数訪れます。

❶
今年のトキワマンサクま
つりは4月21日（日）、神
座集落センターで開催し
ま す（ 湖 西 市 神 座
116-1）。会場では甘酒
と餅の無料配布、地場産
品の販売等が行われま
す。時間は9時～12時半
頃。前夜には群生地のラ
イトアップも。

遊びに来て!
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中地区には、伊豆八十八カ
所83番札所の「東福寺」の
ほか、伊豆横道三十三観音
1番札所の「延命寺滝見観
音堂」及び同5番札所の「長
光寺」と、伊豆のメジャーな
霊場の札所が３つ点在。中
でも「東福寺」は、本堂の天
井一面に施された「こて絵」
が有名な古刹。名工・入江長
八の弟子で「のん兵衛安さ
ん」こと田村光利が手掛け
た「五百羅漢」「八方睨みの
龍」「天女」の漆喰細工は圧
巻です。

風
舞
う
冬
枯
れ
の
田
園
地
帯

に
、
ポ
ッ
と
現
れ
る
鮮
や
か
な

黄
色
い
花
畑
。「
今
年
は
も
う
正
月
か

ら
咲
い
て
い
ま
す
が
、
3
月
い
っ
ぱ
い

ま
で
キ
レ
イ
で
す
よ
」
と
、「
仁
科
地

区
美
し
い
田
園
を
守
る
会
」の
鈴
木
邦

男
会
長
は
微
笑
み
ま
す
。

　
肥
沃
な
平
地
と
仁
科
川
の
清
水
に

恵
ま
れ
た
中
地
区
は
、
西
伊
豆
町
随
一

の
米
ど
こ
ろ
。
し
か
し
、
近
年
は
高
齢

化
と
後
継
者
不
足
か
ら
離
農
者
が
増

え
、
荒
廃
農
地
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
邑
は
「
大
堰
」
と
呼
ば

れ
る
明
治
期
築
造
の
用
水
路
を
蘇
ら

せ
、
新
た
に
「
仁
科
地
区
美
し
い
田
園

を
守
る
会
」
を
立
ち
上
げ
て
農
地
保

全
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
が
休
耕
田
の
花
畑
化
で

す
。
先
駆
地
域
に
学
び
な
が
ら
作
っ

た
畑
に
は
、
菜
の
花
が
厳
冬
か
ら
早

春
を
明
る
く
彩
り
、
真
夏
に
は
ヒ
マ

ワ
リ
が
元
気
に
咲
き
誇
り
ま
す
。
昨

年
か
ら
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
ま
き
に
地

元
の
幼
稚
園
児
や
老
人
会
の
人
々
も

招
待
。
子
ど
も
た
ち
が
田
畑
に
親
し

み
、
大
人
や
年
配
者
と
交
流
す
る
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
花
畑
の
手
前
に
「
心
」
の

文
字
と
「
海
に
夕
陽
」
の
西
伊
豆
町

章
を
象
っ
た
小
池
を
造
成
。
メ
ダ
カ

や
ド
ジ
ョ
ウ
が
水
に
遊
び
、
四
季
の

草
花
が
芽
吹
く
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

春が来た。さあ、邑へ！

　
荒
廃
農
地
の
草
刈
り
や
放
置
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
解
体
作
業
は
大
変
で

す
が
、
そ
れ
で
も
、「
地
域
の
み
ん
な

が
い
ろ
ん
な
夢
を
語
り
合
え
る
場
所
に

な
れ
ば
」
と
鈴
木
会
長
。
心
を
元
気
に

す
る
黄
色
い
花
畑
と
癒
し
の
水
場
は
、

邑
の
希
望
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
地
区
に
は
「
東
福
寺
」
を
は
じ

め
、
伊
豆
八
十
八
カ
所
霊
場
と
伊
豆
横

道
三
十
三
観
音
霊
場
の
札
所
と
な
る

古
刹
も
点
在
し
ま
す
。
ご
朱
印
も
も
ら

え
る
の
で
、
巡
拝
が
て
ら
に
散
策
し
て

み
て
は
。

元
気
と
癒
し
を
届
け
る

希
望
の
黄
色
い
花
畑

み
ん
な
で
作
り
、
み
ん
な
が
集
う
、

花
と
水
の
憩
い
の
場
所
へ

特集

寒

菜の花畑
開花時期：1月上旬～3月下旬
ヒマワリ畑
開花時期：７月中旬～9月中旬
場所：大堰組合花畑（西伊豆
広域消防署裏手）

EVENT info

❶「仁科地区美しい田園を守
る会」の鈴木邦男会長（右）
と鈴木徳一さん。邑のシンボ
ル・月山を背に広がる菜の花
畑は、見るだけで気持ちが明
るくなります。
❷夏には黄色いヒマワリが青
空に向かって元気よく開花。
❸ヒマワリの種まきには、地
元の幼稚園児も参加。
❹ビオトープ。小池には自宅
で飼っていたメダカを放ちに
来る人も。自由に入って覗い
てみて。

❺❻草刈りなど荒廃農地の解消に取り
組んでいます。
❼全邑人が組合員の大堰組合でキレイ
にした大堰には、今も仁科川から引く清
水が流れます。

見にきて!

❶

●車／修善寺道路修善寺ICから
約95分 
●電車・バス／伊豆箱根鉄道・修
善寺駅から東海バス「松崎」行き
「浜橋」下車、徒歩約15分

中
なか

西伊豆町中24-1（東福寺）

伊豆

❷

❸

❹

❺

❻

❼
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地名は静かな感動に出会える邑です

屋台の引き回しとお囃子は必見
毎年、体育の日に中の島では上小杉八幡宮の例大祭
に合わせて、屋台の引き回しを行っています。地域に
は威勢の良い掛け声があふれ、人々は沿道から声援
を送ります。子どもたちを乗せた屋台が神社に到着
すると、小学生が一生懸命練習したお囃子を奉納し
ます。その勇姿をぜひ一度、見に来てください。

神座里山多夢の会
（湖西市）
杉浦 照晃さん
昭和19年、広島県生ま
れ。結婚を機に湖西市
へ。神座里山多夢の会代
表。地域の人たちから「発
想力が豊か」「行動力が
ある」「地域のアイデアマ
ン」と慕われている。

中の島（焼津市）
池谷 玄記さん
昭和42年、焼津市（旧大井川町）
生まれ。会社員をしながら、上
小杉八幡宮のお祭りを運営
する「屋台実行委員会」の
会長を務める。子供会
等と、世代間の連携に
も取り組む。

地名（川根本町）
山下 初さん

昭和25年、川根本町地名生まれ、地名育ち。会社務
めの頃から地域活動に奉仕。会社員時代に培った電
気の知識を生かし、ミニ水力発電所の計画を推進。
地名地区の自治会長、生涯学習推進協議会会長。

中（西伊豆町）
鈴木 邦男さん
西伊豆町出身。親の代から中
地区で水稲栽培を行ってい
る。かつては町役場に勤務。
現在は「仁科地区美しい田園
を守る会」の会長として、地道
に農地保全に努めている。

深良地区（裾野市）
勝又 純也さん
小山町出身。以前は保険の
営業マンだったが、農家の義
父が身体を壊したのを機に
深良へ移住し、イチゴ農家に
転身。「いちごの里」農園で
「きらぴ香」の栽培に励む。

一見、地名には何もありません。でも、一度
訪れてみてください。豊かな自然と深い歴
史、そして先人の偉業を大切に守る人々と
触れ合えば、きっと何かを感じるはずです。
鵜山の七曲りは県指定の天然記念物にも指
定されています。地名は持続可能な優しい
暮らしと静かな感動にあふれています。

イチゴを使って農業を守る
ビジネスモデルを示したい

稲作は今、なかなかビジネスとして成り立たな
いため、結果として後継者不在になっているの
が現状です。私は農業経験ほぼゼロからイチ
ゴ農家に転身しましたが、今は稲作もやりつ
つ、イチゴで基本的な収益を上げることができ
ています。だから、苺を使って農業を守れると
いうビジネスモデルを若い世代に示したい。そ
して、イチゴを邑の名物にしていきたいです。

美しい邑の風景を守り交流や活性化に
つとめるキーパーソンから
まちのみなさんへのメッセージです

ぜひ花に癒され、水辺に親しみに来てください！
できれば花畑の面積をもう少し増やしたいし、地元人だけ
でなく、通りすがりの人にも立ち寄ってもらい、癒されるよ
うな場所づくりをしていきたいです。ビオトープの池には
メダカやゲンゴロウ、アメンボもいるので、ぜひお子さん
と遊びに来てください。ホタルは２回放卵に失敗しました
が、大堰にエサとなるカワニナが出現したので、自然発生
も期待しています。

これからも地域のつながりを

神座里山多夢の会は、地域のつながりを作る会だと
考えています。例えば、高齢者が孤立するような地
域ではいけません。これまで仲間と一緒に神座を盛
り上げてきましたが、大切なのは継続すること。これ
からも住民が一丸となって、しっかりと活動を続け
ていけるように願っています。
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文：鈴木碧人（農学部農食コミュニ
ティデザインコース3年生）
構成：藤本穣彦（農学部准教授）
取材・写真：2019年1月17日

水の神が守る土地、「二子」に湧く
水の新しい魅力をつくる

1.水の神はどこに⁈（二子水神湧水池）
2.水路には、野菜を洗う川端も！
3.宮崎県五ヶ瀬町のキンチール
4.農家民宿の地域食材豊かな昼食
5.発表する筆者（鈴木碧人）

JR御殿場線富士岡駅の東、黄瀬川沿いにのどかな
農村風景が広がる地域。湧水の恵みによって豊かな
自然環境と多彩な農産物を育んでいます。最近で
は、「ごてんば農家民宿村」として３軒の農家民宿
がオープン。飲食店や商店などと連携し、豊富な体
験メニューや地元の食材を使った料理を提供し、
農泊による地域活性化にも取り組んでいます。

静岡大学フィールドワークレポートShizuoka Universityfield work report静岡大学では、農学部や地域創造
学環で、地域課題を解決する能力を
育むため、現地でのフィールドワー
クを行っています。大学生による邑
での活動レポートを掲載します。

二子湧水の里
ふたごゆうすいのさと

東部

富
士
山
と
そ
の
恵
み
で
あ
る
2
つ
の
湧
水

を
持
つ
「
二
子
湧
水
の
里
」
。
そ
こ
に
は

今
な
お
、
水
と
共
に
生
き
て
き
た
人
々
の

生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
地

域
の
宝
で
あ
る
水
の
新
し
い
魅
力
を
考
え

て
み
た
い
。
二
子
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
水
の
ゆ
く
え
を
辿
り
ま
し
た
。

二
子
湧
水
の
里
に
は
、
富
士
山
の
地
下
水
が

50
〜
70
年
の
時
間
を
か
け
て
湧
き
出
し
て

く
る
そ
う
で
す
。
美
し
く
、
透
き
通
っ
て
い

ま
す
。
水
面
を
じ
っ
と
み
て
い
る
と
、
ポ
コ

ポ
コ
と
湧
き
上
が
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
2
つ
の
湧
水
に
は
水
の
神
様
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
清
孿
神
社
（
せ
い
さ
ん
じ
ん

じ
ゃ
）
が
守
っ
て
い
ま
す
。

　
2
つ
の
湧
水
か
ら
湧
き
出
る
水
は
す
ぐ

に
合
流
し
、
用
水
路
を
通
っ
て
二
子
地
域
の

全
体
へ
と
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
地
域
の
な

か
で
さ
ら
に
枝
分
か
れ
し
て
い
き
、
個
々
の

田
畑
に
流
れ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
美
し

い
湧
水
を
贅
沢
に
使
っ
て
、
水
か
け
菜

や
お
米
が
栽
培
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
綺

麗
で
透
き
通
っ
た
水
が
土
地
と
暮
ら

し
を
潤
し
て
い
ま
す
。
富
士
山
の
絶
景

と
広
が
る
田
畑
、
そ
し
て
美
し
く
流
れ

る
湧
き
水
が
融
合
し
、
豊
か
な
食
の

あ
る
生
活
空
間
。「
こ
こ
に
住
ん
で
み

た
い
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
湧
水
は
農
業
用
水
と
し
て
の

利
用
が
ほ
と
ん
ど
。
他
に
も
何
か
利
用

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
こ
の
よ
う
な

呼
び
か
け
に
応
え
て
小
水
力
発
電
の

学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
水

力
発
電
は
、
水
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用

し
て
水
車
を
回
し
、
そ
の
回
転
で
発
電

し
て
電
力
を
得
る
と
い
う
も
の
で
す
。

私
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
し
て
き
た

宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

小
水
力
発
電
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
五
ヶ
瀬
町
の
人
々
が
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
無
電
化
村
（
国
営
電
力
会
社
の

送
電
が
届
い
て
い
な
い
村
）
で
学
ん
で

き
た
「
キ
ン
チ
ー
ル
」
と
い
う
木
製
の

手
作
り
水
力
発
電
シ
ス
テ
ム
で
す
。

五
ヶ
瀬
町
で
学
ん
で
き
た
キ
ン
チ
ー
ル

の
事
例
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
二
子
地
域
の
用
水
路
管
理
は
、「
各

家
庭
か
ら
代
表
者
を
出
し
て
、
年
に
一

度
掃
除
を
行
な
っ
て
い
る
」
と
の
こ

と
。
湧
水
の
恵
み
を
地
域
の
財
産
と
し

て
全
体
で
守
る
実
践
が
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
二
子
地
域
の
皆
さ
ん
と

共
に
、
豊
か
な
湧
水
の
新
し
い
魅
力

を
創
り
出
し
た
い
と
、
わ
く
わ
く
し
て

い
ま
す
。

手
仕
事
で
つ
く
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

小
水
力
発
電

水
の
神
、二
子
の

水
と
人
を
守
る

水
と
人
が
織
り
な
す

生
活
空
間

1

3

5

4
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静
岡
県
ふ

じの
くに
美しく品格のある邑

づ
く
り
推
進
委
員

小谷あゆみの
「むらレポ」

Vol.12

小谷あゆみ
フリーアナウンサー／農業ジャーナリスト 野菜をつ
くるベジアナとして農ある暮らしの豊かさを提唱。全
国の農村を取材。ＮＨＫＥテレ「ハートネットTV介護
百人一首」司会、ブログ「ベジアナの野菜畑チャン
ネル」で食と農に関わる情報を配信中。静岡県ふじ
のくに美しく品格のある邑づくり推進委員

田
市
北
西
部
の
山
あ
い
に
あ
る

「
加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
」
は
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
２０
年
前
、平
成
１１
年
に
農
産

物
加
工
や
体
験
施
設
、そ
し
て
地
域
の

人
々
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

加
工
と
食
堂
の
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る

の
は
、小
林
眞
知
子
さ
ん（
６２
）を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
女
性
た
ち
。開
店
当
初
は

給
料
が
捻
出
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
失
敗

し
た
手
打
ち
そ
ば
を
買
い
取
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
自
分
た
ち
の

親
や
姑
世
代
が
地
域
の
た
め
に
奮
闘
す
る

姿
を
追
い
か
け
て
、今
で
は
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

食
堂
の
一
番
人
気
は
天
せ
い
ろ
。
ツ
ル
ツ

ル
っ
と
し
た
喉
ご
し
と
手
打
ち
な
ら
で
は
の

コ
シ
が
あ
り
、
地
元
野
菜
や
ア
シ
タ
バ
の
天

ぷ
ら
付
き
で
す
。
加
工
品
の
売
れ
筋
は
地
元

産
大
豆
の
手
作
り
味
噌
で
、
そ
の
ほ
か
伊
豆

石
を
積
ん
で
作
っ
た
石
窯
と
間
伐
材
の
薪
で

焼
く
ピ
ザ
づ
く
り
、こ
ん
に
ゃ
く
作
り
か
ら

シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体
験
ま
で
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
農
山
村
の
手
仕
事
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー

に
し
て
い
ま
す
。

　

裏
山
に
あ
る
見
晴
ら
し
岩
へ
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
！
高
さ
４０
ｍ
ほ
ど
の
小
山
の

頂
上
に
あ
る
岩
は
加
増
野
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
、
昔
は
そ
の
途
中
に
炭
焼
き
小

屋
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
３８（
１
９
６
３
）年
に
小

学
校
が
廃
校
に
な
り
、
次
第
に
山
に
埋
も
れ

て
い
っ
た
ル
ー
ト
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、建

設
や
土
木
の
技
術
を
持
つ
地
元
の
人
が
協

力
し
て
、手
す
り
や
丸
太
の
階
段
を
取
り
付

け
、つ
い
に
昨
年
秋（
２
０
１
８
年
）、「
見
晴

ら
し
岩
」
と
山
道
の
整
備
が
完
成
し
た
の
で

す
。山
開
き
に
は
岩
の
上
に
み
ん
な
が
集
ま

り
、校
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
加
増
野
小
学

校
が
稲
梓
小
学
校
に
統
合
さ
れ
て
５６
年
も

た
つ
の
に
、
卒
業
し
た
誰
も
、校
歌
を
忘
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
っ
て
飛
ば
す

大
会
も
開
催
す
る
と
、
今
度
は
、
岩
の
復
活

手
打
ち
そ
ば
と
石
窯
ピ
ザ

味
噌
か
ら
菌
打
ち
ま
で

下

見
晴
ら
し
岩
か
ら

見
え
る
の
は

む
ら
の
希
望
と
光

を
聞
き
つ
け
た
８５
歳
に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、「
わ
し
も
登
り
た
い
」
と
や
る
気
を

出
し
、な
ん
と
頂
上
ま
で
自
力
で
登
っ
た
そ

う
で
す
。
見
晴
ら
し
岩
の
復
活
は
、お
年
寄

り
の
心
と
体
力
ま
で
活
性
化
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

加
増
野
の
今
後
に
つ
い
て
、
区
長
の
渡
辺

繁
さ
ん（
７０
）に
伺
う
と
、
整
備
し
た
山
の

斜
面
に
河
津
桜
よ
り
早
咲
き
の
桜
「
白
浜

伊
古
奈
」
の
苗
を
植
え
て
、
人
が
集
ま
る

場
所
に
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す

る
と
隣
に
い
た
小
林
孝
仁
さ
ん（
６２
）が
、

「
加
増
野
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
ね
、７０
歳
の

人
が
１０
年
先
を
考
え
て
い
る
こ
と
な
ん
で

す
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

里
山
で
炭
焼
き
を
営
ん
で
き
た
人
々
の

目
標
は
な
ん
と
長
期
な
の
で
し
ょ
う
。
木

を
切
り
出
し
て
、
そ
こ
に
苗
を
植
え
、そ
の

木
が
育
つ
頃
に
は
も
う
次
の
世
代
に
渡
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
常
に
何
十
年
先
の
山

の
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
す
。

「
自
分
た
ち
が
桜
を
植
え
て
お
け
ば
、
あ
と

は
誰
か
が
続
い
て
く
れ
る
。
見
晴
ら
し
岩

に
登
る
と
、
そ
ん
な
未
来
が
見
え
る
ん
で

す
よ
」。
和
泉
忠
宏
さ
ん（
７１
）も
明
る
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
人
が
減
る
の
は
寂

し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
今
日
、
俺
た
ち
は

桜
の
苗
を
植
え
る
。（
↑
く
ぅ
〜
）

　

お
よ
そ
５０
年
以
上
、
山
に
姿
を
隠
し
て

い
た
「
見
晴
ら
し
岩
」
が
、い
ま
復
活
再
生

を
遂
げ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
地
域
を

耕
し
、
希
望
を
抱
き
続
け
る
、
山
仕
事
の

よ
う
に
遠
い
未
来
の
光
を
展
望
す
る
た
め

に
、「
見
晴
ら
し
岩
」
は
ま
た
姿
を
現
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

●車／東名高速沼津ＩＣから約130分
新東名高速 長泉沼津ＩＣから約140分 
●電車・バス／伊豆急行下田駅から南伊豆東
海バス 田子上行きに乗車、「加増野」下車

加増野
か   ぞ う   の

下田市加増野４８１-３

左から佐藤ふみ江さん、富永則子さん、小林眞知子さん、藤田邦枝さん。加増野ポーレポーレにて

伊豆

むらのおと 11



田
市
北
西
部
の
山
あ
い
に
あ
る

「
加
増
野
ポ
ー
レ
ポ
ー
レ
」
は
今
か

ら
ち
ょ
う
ど
２０
年
前
、平
成
１１
年
に
農
産

物
加
工
や
体
験
施
設
、そ
し
て
地
域
の

人
々
の
拠
点
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

加
工
と
食
堂
の
運
営
を
任
さ
れ
て
い
る

の
は
、小
林
眞
知
子
さ
ん（
６２
）を
は
じ
め

と
す
る
地
域
の
女
性
た
ち
。開
店
当
初
は

給
料
が
捻
出
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、
失
敗

し
た
手
打
ち
そ
ば
を
買
い
取
る
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
自
分
た
ち
の

親
や
姑
世
代
が
地
域
の
た
め
に
奮
闘
す
る

姿
を
追
い
か
け
て
、今
で
は
リ
ー
ダ
ー
と

な
っ
て
切
り
盛
り
し
て
い
ま
す
。

　

食
堂
の
一
番
人
気
は
天
せ
い
ろ
。
ツ
ル
ツ

ル
っ
と
し
た
喉
ご
し
と
手
打
ち
な
ら
で
は
の

コ
シ
が
あ
り
、
地
元
野
菜
や
ア
シ
タ
バ
の
天

ぷ
ら
付
き
で
す
。
加
工
品
の
売
れ
筋
は
地
元

産
大
豆
の
手
作
り
味
噌
で
、
そ
の
ほ
か
伊
豆

石
を
積
ん
で
作
っ
た
石
窯
と
間
伐
材
の
薪
で

焼
く
ピ
ザ
づ
く
り
、こ
ん
に
ゃ
く
作
り
か
ら

シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち
体
験
ま
で
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
農
山
村
の
手
仕
事
を
体
験
メ
ニ
ュ
ー

に
し
て
い
ま
す
。

　

裏
山
に
あ
る
見
晴
ら
し
岩
へ
案
内
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
！
高
さ
４０
ｍ
ほ
ど
の
小
山
の

頂
上
に
あ
る
岩
は
加
増
野
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
親
し
ま
れ
、
昔
は
そ
の
途
中
に
炭
焼
き
小

屋
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
で
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
３８（
１
９
６
３
）年
に
小

学
校
が
廃
校
に
な
り
、
次
第
に
山
に
埋
も
れ

て
い
っ
た
ル
ー
ト
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
、建

設
や
土
木
の
技
術
を
持
つ
地
元
の
人
が
協

力
し
て
、手
す
り
や
丸
太
の
階
段
を
取
り
付

け
、つ
い
に
昨
年
秋（
２
０
１
８
年
）、「
見
晴

ら
し
岩
」
と
山
道
の
整
備
が
完
成
し
た
の
で

す
。山
開
き
に
は
岩
の
上
に
み
ん
な
が
集
ま

り
、校
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。
加
増
野
小
学

校
が
稲
梓
小
学
校
に
統
合
さ
れ
て
５６
年
も

た
つ
の
に
、
卒
業
し
た
誰
も
、校
歌
を
忘
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

さ
ら
に
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
を
作
っ
て
飛
ば
す

大
会
も
開
催
す
る
と
、
今
度
は
、
岩
の
復
活

見晴らし岩から

未来が見えるぞー！

麦こうじの
仕込み

真っ最中〜

を
聞
き
つ
け
た
８５
歳
に
な
る
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、「
わ
し
も
登
り
た
い
」
と
や
る
気
を

出
し
、な
ん
と
頂
上
ま
で
自
力
で
登
っ
た
そ

う
で
す
。
見
晴
ら
し
岩
の
復
活
は
、お
年
寄

り
の
心
と
体
力
ま
で
活
性
化
さ
せ
た
の
で

し
た
。

　

加
増
野
の
今
後
に
つ
い
て
、
区
長
の
渡
辺

繁
さ
ん（
７０
）に
伺
う
と
、
整
備
し
た
山
の

斜
面
に
河
津
桜
よ
り
早
咲
き
の
桜
「
白
浜

伊
古
奈
」
の
苗
を
植
え
て
、
人
が
集
ま
る

場
所
に
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す

る
と
隣
に
い
た
小
林
孝
仁
さ
ん（
６２
）が
、

「
加
増
野
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
ね
、７０
歳
の

人
が
１０
年
先
を
考
え
て
い
る
こ
と
な
ん
で

す
よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

里
山
で
炭
焼
き
を
営
ん
で
き
た
人
々
の

目
標
は
な
ん
と
長
期
な
の
で
し
ょ
う
。
木

を
切
り
出
し
て
、
そ
こ
に
苗
を
植
え
、そ
の

木
が
育
つ
頃
に
は
も
う
次
の
世
代
に
渡
っ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
常
に
何
十
年
先
の
山

の
姿
を
描
い
て
い
る
の
で
す
。

「
自
分
た
ち
が
桜
を
植
え
て
お
け
ば
、
あ
と

は
誰
か
が
続
い
て
く
れ
る
。
見
晴
ら
し
岩

に
登
る
と
、
そ
ん
な
未
来
が
見
え
る
ん
で

す
よ
」。
和
泉
忠
宏
さ
ん（
７１
）も
明
る
く

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
人
が
減
る
の
は
寂

し
い
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も
今
日
、
俺
た
ち
は

桜
の
苗
を
植
え
る
。（
↑
く
ぅ
〜
）

　

お
よ
そ
５０
年
以
上
、
山
に
姿
を
隠
し
て

い
た
「
見
晴
ら
し
岩
」
が
、い
ま
復
活
再
生

を
遂
げ
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
。
地
域
を

耕
し
、
希
望
を
抱
き
続
け
る
、
山
仕
事
の

よ
う
に
遠
い
未
来
の
光
を
展
望
す
る
た
め

に
、「
見
晴
ら
し
岩
」
は
ま
た
姿
を
現
し
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

手打ちは
コシがちがう！

天せいろに
大豆コロッケも
おススメ！

❹

❶

❶手づくり味噌が人気！
❷つる首かぼちゃうどん
❸伊豆石を積んだ石窯のピザづくり体験も人
気！薪割りも大事な仕事

❹去年整備した「見晴らし岩」の上で。左から和
泉忠宏さん、筆者、小林孝仁さん、渡辺繁さん

50
年
た
っ
て
現
れ
た

見
晴
ら
し
岩
か
ら
の
眺
め

❸

❷
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山崎 
耕一さ

ん
東山口

地域塾
 塾長

掛

1.梅の木のせん定作業
に参加した地域ボラン
ティア。定年後、地元に
貢献したいという思いで
参加している人が多い
といいます。
2.掛川梅園「こちの里」
の可憐な花。例年2月か
ら3月にかけて満開を迎
えます。
3.毎年3月に開催され
る「梅まつり」。今年は3
月3日に行われ、周囲に
は出店も並びます。「こ
ちの里」は掛川市伊達
方の慶雲寺西側。

農
業
で
生
き
る
地
域
の

熱
意
と
心
意
気
を
継
承
し
た
い

道の駅直売
所で販売してい
る山崎さんのイチゴ。
香りが高く、酸味と甘
みのバランスに富ん
でいます。

多くの人出
でにぎわう道の
駅直売所。地元の人
だけでなく、遠方か
ら通う常連客も多い
といいます。

川
市
の
東
部
に
あ
る
東
山

口
・
西
山
口
地
区
は
、
国
道

1
号
線
の
南
北
に
茶
園
と
水
田
が
広

が
る
地
域
で
す
。
交
通
の
便
が
良
く
、

市
街
地
に
近
い
エ
リ
ア
で
あ
り
な
が

ら
、
里
山
の
風
情
も
残
る
環
境
は
、
理

想
郷
を
思
わ
せ
ま
す
。
同
地
区
の
活
性

化
に
取
り
組
む
、
東
山
口
地
域
塾
の
塾

長
・
山
崎
耕
一
さ
ん
も
「
こ
こ
は
本
当

に
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
」
と
胸
を
張
り

ま
す
。

　
山
崎
さ
ん
は
、
平
成
10
年
か
ら
梅

園
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
農
業
で
栄
え
て
き
た
こ
の
地
域
を
、

後
生
に
し
っ
か
り
継
承
す
る
た
め
、
有

志
7
人
と
梅
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
現
在
は
約
50
名
の
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
約
1
2
0
本
の
梅
の

木
を
育
て
て
い
ま
す
。
梅
園
は
『
掛
川

梅
園
こ
ち
の
里
』
と
名
付
け
、
花
が
見

頃
に
な
る
3
月
に
梅
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
す
。
実
っ
た
果
実
は
青
梅
や
梅
干

と
し
て
道
の
駅
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
梅
園
か
ら
見
え
る
景
色
や
夕
陽

も
美
し
い
の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
山
崎
さ
ん
は
笑

顔
で
語
り
ま
す
。

　
山
崎
さ
ん
は
、
地
元
の
人
た
ち
と
と

も
に
、
遊
休
農
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
ソ

バ
を
育
て
、
焼
酎
や
手
打
ち
そ
ば
に
加

工
し
て
販
売
す
る
活
動
も
続
け
て
い
ま

す
。「
地
元
の
小
学
校
と
協
働
で
農
業

の
体
験
学
習
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

多
彩
な
活
動
を
通
じ
て
、
農
の
喜
び
を

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
。

　
地
域
の
励
み
に
な
っ
て
い
る
の
は

「
道
の
駅 

掛
川
」
で
す
。「
直
売
所
で

地
場
産
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
が
、
週

末
に
な
る
と
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、

と
れ
た
て
の
新
鮮
野
菜
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
ま
す
。
私
も
イ
チ
ゴ
を
出
品
し

て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
の
地
域
に
は
約

1
5
0
人
の
イ
チ
ゴ
農
家
が
い
ま
し
た

が
、
今
は
50
人
く
ら
い
。
そ
ん
な
危
機

感
も
あ
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。
農
業
で
栄
え
て
き
た
東

山
口
・
西
山
口
地
区
の
歴
史
を
絶
や
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
」
。
そ
う
語
る
山
崎

さ
ん
の
表
情
は
、「
農
」
と
と
も
に
生

き
る
人
の
情
熱
と
心
意
気
で
輝
い
て
い

ま
す
。

1

●車／掛川バイパス八坂ICか
ら約5分 
●電車・バス／JR掛川駅から
掛川市自主運営バス東山線に
乗車、「東山口小学校」下車
（約25分）

東山口・西山口
ひがしやまぐち・にしやまぐち

掛川市伊達方（こちの里）

西部

2

3

東山口地域塾の塾長・山崎耕
一さんは、JA掛川市の理事も
務めながら、地域の活性化を
主導しています。

「美しく品格のある邑」に魅せられた人びとに、
そこでの活動や魅力について聞いてみました。

むらのおと 13
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4

杉田 日
出男さ

ん
NPO

法人む
らちゃ

ネット
理事長

5

1・2.沿道に咲いたひまわりの花を目指して多くの人
が村櫛を訪れます。他にも菜の花、コスモス、そばも
栽培しています。
3.収穫したサツマイモは、ふかしてみんなでいただ
きました。
4.田植え、稲刈り、脱穀、もちつき大会などのイベン
トを実施。「地域の人たちと関わりながら、農業や村
櫛の歴史を学べる」と参加者からも好評です。
5.スズメに稲を食べられないように、地元の小学生
と一緒に手作りのかかしを製作しました。

2

先
人
の
思
い
を
受
け
継
い
で

邑
の
魅
力
向
上
を
目
指
し
ま
す

平日の月・水・金曜
日が「むらちゃネット」の

活動日。草刈りや田畑の整備
で荒れた用水もすっかりきれ
いに。法人名は、村櫛の「む
ら」、親しい間柄を指す「ちゃ
ん」、協力関係を示す「ネッ
ト」を組み合わせたもの
です。

浜
名
湖
に
突
き
出
た
庄
内
半
島

の
南
端
に
位
置
す
る
村
櫛
地

区
は
、
花
と
緑
に
あ
ふ
れ
る
観
光
ス

ポ
ッ
ト
「
浜
名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
」

が
あ
る
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

湖
上
を
行
き
交
う
漁
船
や
マ
リ
ン

ボ
ー
ト
、
遠
く
に
連
な
る
北
遠
の

山
々
、
そ
し
て
四
季
を
彩
る
花
々
が
、

訪
れ
る
人
の
心
を
癒
や
す
エ
リ
ア
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
村
櫛

地
区
の
魅
力
向
上
を
目
指
す
「
む
ら

ち
ゃ
ネ
ッ
ト
」
は
、
2
0
0
4
年
の
浜

名
湖
花
博
を
き
っ
か
け
に
集
ま
っ
た
住

民
グ
ル
ー
プ
で
す
。「
花
博
の
時
は
、

沿
道
の
花
飾
り
や
会
場
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
町
営
の
食
堂
運
営
な
ど
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
会
期
後
は
自
治
会
で

は
で
き
な
い
こ
と
を
し
よ
う
と
N
P
O

法
人
化
し
、
耕
作
放
棄
地
の
問
題
や

環
境
美
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
理
事
長
の
杉
田
日
出
男
さ
ん
は

語
り
ま
す
。

　
集
落
の
南
に
広
が
る
一
帯
は
、
江
戸

時
代
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
干

拓
事
業
で
生
ま
れ
た
埋
め
立
て
地
で

す
。「
か
つ
て
先
人
た
ち
が
汗
を
流
し

て
つ
く
っ
た
田
畑
も
、
今
で
は
耕
作
放

棄
地
に
な
り
、
先
人
に
申
し
訳
な
い
気

持
ち
で
し
た
。
そ
こ
で
荒
れ
た
田
畑
の

草
刈
り
や
、
土
や
ゴ
ミ
で
埋
ま
っ
た
農

業
用
水
の
掃
除
を
続
け
、
7
反
の
畑

と
6
反
の
田
ん
ぼ
を
復
活
さ
せ
ま
し

た
。
地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
も
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
畑
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
玉

ね
ぎ
を
栽
培
し
、
田
ん
ぼ
で
は
米
作

り
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
泥
を
嫌

が
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
最
後
に

は
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し

た
ね
」
と
杉
田
さ
ん
は
目
を
細
め
て
笑

い
ま
す
。

　
田
畑
が
再
生
さ
れ
た
村
櫛
地
区
で

は
、
耕
作
放
棄
地
の
草
刈
り
を
自
ら

行
う
住
民
も
現
れ
、
嬉
し
い
連
鎖
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。「
美
し
い
景
観
に

よ
っ
て
地
域
の
価
値
が
向
上
す
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
人
が
村
櫛
地
区
を
訪
れ

る
き
っ
か
け
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」
と
杉
田
さ
ん
。
村
櫛
地
区
を
干
拓

し
た
先
人
の
熱
い
思
い
は
、
「
む
ら

ち
ゃ
ネ
ッ
ト
」
の
活
動
を
通
じ
て
、
多

く
の
住
民
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

村櫛地区
むらくしちく

●車／東名高速浜松西ICから約
20分 
●電車・バス／JR浜松駅から遠鉄
バス舘山寺線（舘山寺温泉、村櫛
方面）行き乗車、「村櫛中」下車、
徒歩1分（浜松駅から約60分）

浜松市西区村櫛町3589-1
（むらちゃネット）

西部

浜名湖ガーデンパーク
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戸田 へだ

●車／東名高速沼津ICから
国道414号線、県道17号
線経由（約70分） 
●電車・バス／伊豆箱根鉄
道・修善寺駅から東海バス
戸田行き乗車、「JA戸田支
店」下車（約45分）

沼津市戸田1294-3
（道の駅 くるら戸田）

富士山の
ふもとの郷
を守る邑
ふじさんのふもとのさとをまもるむら

●車／東名高速富士ICか
ら約20分、新東名高速新
富士ICから約25分 
●電車・バス／JR吉原駅
から岳南鉄道・岳南江尾駅
行きで須津駅下車、徒歩
約15分

富士市富士岡南257-2
（富士市東部市民プラザ）

あなたのまちの意外と近くに「邑」はあります！    こんどの休日、プチトリップしてみませんか？

清沢
きよさわ

●車／新東名静岡スマート
ICから約20分 
●電車・バス／JR静岡駅か
らしずてつジャストライン（バ
ス）藁科線久能尾行き乗車
「下相俣」下車（約1時間）

静岡市葵区相俣200
（きよさわ里の駅）

安倍川の支流、藁科川は国内有数の清流です。その中流域
にある清沢地区は、古くから石積みの段々畑でお茶やお米
を栽培してきた土地。江戸時代後期から続く「清沢の神
楽」が静岡県無形民俗文化財に指定されるなど、豊かな自
然の中に歴史と伝統が息づく山村です。近年は鳥獣被害の
少ないレモンを育て、その販売や加工品開発によって地域
の活性化を進めています。地元農家が中心になって運営す
る地場産品販売所「きよさわ里の駅」では、様々なイベント
や体験学習を通じて世代間交流や地域間交流も行われ、地
域には明るい笑顔と歓声があふれています。

歴史と伝統が息づく山村で
新しい出会いを見つける

伊豆半島の西北部に位置する戸田は、海と山に囲まれたエ
リア。タチバナの国内最北限の自生地としても知られ、地域
では香り豊かなタチバナをジャムやリキュールなどに加工し
て、地元の土産物店で販売しています。NPO法人「戸田塩
の会」による完全手作りの「戸田塩」、日本の棚田百選に選
ばれた「北山の棚田」、特産のタカアシガニや深海魚メヒカ
リを使った名物料理など、観光メニューはとても豊富で、話
題に事欠きません。温泉や宿泊施設も魅力的。風光明媚な
景観と人々の明るい笑顔は、葉が落ちないタチバナのよう
に、いつまでも絶えることがないでしょう。

人気メニューが目白押し！
話題に事欠かない観光スポット

富士山のふもとの郷を守る邑は、広大な優良農地の背後に
富士山がそびえるエリアにあります。美しく整備された圃場
の向こうに新幹線が疾走するシーンは、近代日本を象徴す
る光景としても知られています。地域では企業と協働で景
観形成のための清掃活動、用水路の草刈り、レンゲの植栽
などが行われ、農業の担い手を育てる体験学習などにも邑
ぐるみで取り組んでいます。近年は「富士山れんげの会」
が地元の幼稚園児とともにレンゲの種をまき、春先に見ら
れるレンゲ畑と新幹線の共演も話題。富士山の新しい
ビュースポットとして県内外から注目されています。

富士山と新幹線とレンゲ畑！
近代日本を象徴するビュースポット

道の駅「くるら戸田」は大注目の観光スポット。地場産品販売コーナー、
日帰り温泉施設、文化情報展示室などがあります。

毎年4月下旬、「富士山れんげの会」がレンゲ畑の中で「れんげまつり」を
開催。コンサートやマルシェで盛り上がります。

きよさわの里15周年祭「春爛漫山菜祭」を4月上旬に開催。レモンの
加工品や名物のよもぎ金つばも並びます。

東部

東部

中部

むらのおと 15



浜松の中心部から車で約15分のところにある大塚地区は、
都市近郊型農業振興地域です。ゴボウ、ショウガ、エビイ
モなど、おいしい野菜が育つエリアとしても知られていま
す。そんな地域のスローガンは「みんなが誇れる町に・きれ
いな花、みどりで一杯に・農地、水を大切に」。花の会や自
治会が中心になって、コスモスやポピーなどの景観作物を
遊休農地に植え、美しい邑に彩りを添えています。サツマ
イモやトウモロコシの収穫体験を通じて、子ども会との交
流も盛んに行われ、地域は世代を超えた活気でいっぱい。
浜松有数の植物園「みどり～な」も人気です。

抜里 ぬくり

●車／新東名高速島田金谷IC
から国道473号線を北へ約
10km（約25分） 
●電車・バス／大井川鉄道・抜
里駅からすぐ

島田市川根町抜里440
（ぬくり園）

とうもんの里
とうもんのさと

●車／東名高速掛川ICから県
道403号線で大須賀方面へ
約25分 
●電車・バス／JR袋井駅南口
から秋葉バスサービス秋葉中
遠線に乗車、「石津」下車、徒
歩約10分

掛川市山崎233
（とうもんの里）

　大塚地区
おおつかちく

●車／東名高速浜松ICから約
10分 
●電車・バス／JR浜松駅から
遠鉄バス新貝住宅行き乗車、
「緑化推進センター」下車（約
20分）

浜松市南区大塚町1876-1
（みどり～な）

あなたのまちの意外と近くに「邑」はあります！    こんどの休日、プチトリップしてみませんか？

5月4日・5日は「とうもんの里新茶祭り」。茶娘姿での茶摘み体験や、新茶の試
飲・詰め放題、コンサート等を開催。茶葉の天ぷらや新茶定食も味わえます。

毎年6月中旬、ホタル鑑賞会が開催されます。場所は地区内の上手川沿い。
幻想的な光景は必見です。

毎春、ガーデニングに取り組む住民が自慢の庭を開放するオープンガーデ
ンを開催。園芸ファンは要チェック！

生命力にあふれる元気な邑
オープンガーデンも大人気！

大井川の中流域にある抜里地区は、茶園の中をSLが走る光
景で知られるエリアです。土地改良事業によって美しく整
備された茶園では、良質なお茶が育ち、地区内の8工場を
再編した「川根茶ぬくり園」では、最新の加工設備を導入
して安心・安全な荒茶を生産しています。地域では「ふじ
のくに美農里プロジェクト」の活動にも取り組み、植栽等に
よる景観維持活動に加え、子ども会によるホタルの生育や
放流などを通じて、生態系の保全活動も行っています。豊
かな自然と美しい暮らしが共存する抜里を訪れれば、心身
のリフレッシュができますよ。

ホタルの光が照らす
豊かな自然と美しい暮らし

掛川市、袋井市、磐田市の南部に広がる田園地帯で県内随
一の穀倉地帯。四季を通じて緑の海原や金色の絨毯が広が
る光景には、静岡県の豊かな実りが息づいています。とうも
んの里では農業の面白さ、農村文化の素晴らしさ、食の大
切さを伝える活動が行われ、ジャガイモ掘り、お茶摘み、稲
刈り、籾すり、布草履作りなどの体験イベントは年間約100
回も開催されています。自然環境と景観を守るために取り組
んでいる田んぼの生き物調査は、多様な生態系を学ぶこと
ができ、子どもにも大人気。この邑には持続可能な社会づく
りのヒントがあちこちに溢れています。

豊かな農村文化に広がる
次世代への希望とヒント

西部

西部

中部
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SUN MON TUE WED THU FRI SAT

April

March

May
昭和の日 国民の休日

国民の休日

月

月

月

こどもの日 振替休日

みどりの日憲法記念日即位の日

9:30～11:30

浜松市北区引佐町四方浄78-9  ※駐車場あり
問NPO法人ひずるしい鎮玉（担当：廣瀬稔也）  
☎053-544-1045
●会費等／大人500円※予定（保険料など込）

ひずるしい鎮玉事務所（集合）

ひずるしい鎮玉

※ご意見とともに、住所・氏名・電話番
号・年齢をご記載ください。
※頂いたご意見は次号以降で掲載させ
ていただく場合があります。
※個人情報は、連絡のため以外には使
用いたしません。

〒420-8601　
静岡県静岡市葵区追手町9番6号　
静岡県経済産業部農地局農地保全課
FAX 054-221-2809
E-mail : nouchihozen@pref.

shizuoka.lg.jp

縁結びの村くのわき

久野脇地区の薬師堂をこの日だけ特別開放　お堂
の中で音楽と川根茶を楽しめる　詳細はエコティ
かわねまで

お堂でお茶会＆コンサート

佐澤薬師堂
問(一社）エコティかわね  ☎0547-58-7000
http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

川根本町久野脇

3/10

縁結びの村くのわき

花桃植栽参加者への感謝と区民の交流イベント　地元
食材でお花見会を開催　詳細はエコティかわねまで

花桃の宴

鎮玉地域の《地域の宝》である史跡や人を巡るウォークイベント

鎮玉《地域の宝》ウォーク
―四方浄  別所  青砥  地区を巡る―

三津間集落センター
川根本町久野脇280
問(一社）エコティかわね  ☎0547-58-7000
http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

3/24

3/24

千框の棚田

約2000本の蝋燭とLEDの灯りを参加者と一緒に楽し
む里山のイベント

せんがまちあぜ道アート2019

棚田周辺
問NPO法人せんがまち棚田倶楽部事務局
☎090-3251-1390　●参加費／500円

菊川市倉沢1121-1 ※駐車場無料

3/30

3/30 31

3/16  ～4/14

4/6   7

3/10

酪農王国オラッチェ
函南町丹那349-1 ※駐車場無料
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192
●入園料無料

東日本大震災復興支援イベント  静岡県東部の出店者が
集まり、売上の40％以上を義援金として被災地へ送る

第8回被災していない僕たちが頑張る！
10：00～15：30

9：45～12：10

※混雑が予想されるためダム付近への駐車は不可
問龍山森林文化会館（担当：沼野、藤沢）  ☎053-968-0331

浜松市天竜区龍山町戸倉秋葉ダム

ほっと龍山

遠州地方有数のさくらの名所「秋葉ダム千本桜」の桜並
木の元でマラソン大会を開催　秋葉ダム東岸の広場で
は地域特産物の販売やバザーも開催

第42回秋葉ダムさくらマラソン大会
3/31

秋葉ダムさくらまつり

15：00～20：00（予備日 31日）

徳山

道路沿いの枝垂れ桜と交差
する桃沢川両岸のソメイヨ
シノ並木が見ごろ　徳山
コミュニティ防災センター
地内の枝垂れ桜をライトアップ　
幻想的な暗闇に咲く満開の桜を堪能できる

徳山桜まつり

川根本町町営サッカー場付近

丹那

酪農王国オラッチェ
函南町丹那349-1※駐車場無料
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192

静岡県産のいちごの販
売やイチゴを使ったメ
ニューなどいちごで
いっぱいになる2日間

いちごフェスティバル

丹那

3/10

緑の谷のごちそうテラス・Cocochi体験テラス
浜松市西区大久保町1173  ※駐車場あり
問㈱ジー・ディー・エス（担当：大関、木下） 
☎053-482-3768
●会費／大人（11歳以上）2,500円
　小人（3～10歳）1,000円  ※3歳未満無料

椎茸の菌打ち体験＆お
食事（椎茸のBBQ・炊き
込みご飯）椎茸の菌打ち体験

予定
美竹林と極旨野菜の里

3/9 4/13

3月下旬～4月上旬

天竜相津花桃の里
浜松市天竜区大川31-10  ※駐車場あり
問天竜相津花桃の里（担当：伊藤）
☎053-923-2339

花桃の花（500本）が見
頃　期間中の日曜は串
芋や五平餅等の販売と
合わせて餅つき大会等
のイベントを実施花桃まつり

花桃の里

3月上旬～中旬

チューリップフェア
色とりどりのチューリップが並ぶ

アクティ森
周智郡森町問詰1115-1  ※駐車場あり
問アクティ森  ☎0538-85-0115

川根本町徳山1369（徳山コミュニティ防災センター）
※駐車場無料（バスの場合は要事前連絡）
問川根本町まちづくり観光協会徳山区事務所（平日のみ）
☎0547-59-2746、0547-57-2843

天方

酪農王国オラッチェ周辺
田方郡函南町丹那349-1  ※駐車場無料
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192
●参加費／500円

丹那盆地ノルディックウォーク

丹那

丹那盆地をノルディックウォーキングで歩く

第8回富士山すそのパノラマロード
菜の花＆桜まつり

パノラマ遊花の里

パノラマ遊花の里

菜の花や桜の開花時期にあわせステージイベントなど
を実施するほか飲食ブースも出展

伊豆

東部

中部西部

5/11

問裾野市パノラマロードを花でいっぱいにする会 
事務局(繪幡)、裾野市観光協会事務局(勝又)
☎055-995-1823（農林振興課）　　　
☎055-992-5005（裾野市観光協会）

裾野市須山地区 ※駐車場無料

むらのおと 17



5/18   19

平成棚田ウォーキング大会

原川親水公園記念碑前（スタート・ゴール）
富士宮市原  ※駐車場無料（白糸小学校）、富士急静岡バス
も利用できます　
問ふじのくに美しく品格のある邑  白糸の里（佐藤俊治） 
☎090-2181-3962　●参加費無料　
https://shiraitonosato.info/

白糸の里

9:00～12:00

田植え後の平成棚田6㎞のコー
スを3時間かけ名所を観ながら
歩く　白糸コシヒカリのおむす
びでおもてなし

恩地町みどり朝市

地域いきいき共生！恩地町環境みどり会
9：00～9：30

※駐車場あり  問地域いきいき共生！恩地町環境みどり
会（代表 見野）  ☎053-426-2888

恩地町公会堂広場
地元の農産物販売

毎月第3

※オープンデッキ、トイレ、駐車場あり
問里山元気もりもり隊 西四村ふるさとの会
☎053-543-0108（竜ヶ岩洞  小野寺）  

竜ヶ石山ハイキングコース

竜ヶ岩洞（集合）
標高359.1ｍ棚田の緑と遠州灘のコントラスト
通年

9：00～11：00

8：30～13：00

浜松市北区引佐町田畑193

中の島

町内会や子供会、部農会などが連携し、地域ぐるみ
での田植え体験

田植え体験

上小杉児童公園北側
問中の島地域環境保全活動組織(代表 岡村正雄）  
☎054-662-1391

酪農王国オラッチェ
函南町丹那349-1   ※駐車場無料
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192

函南町の特産品「函南西
瓜」や函南西瓜を使用した
スイーツの販売など、函南
西瓜でいっぱいのイベント

函南すいか祭

丹那

9：00～14：00

10：00～13：00

中郷地区

稲刈りを終えた田んぼにワイルドフラワーを植え、
その花畑の中で地元中学校の吹奏楽や三味線の
演奏、合唱などのコンサートを開催　ワイルドフラ
ワー等の花摘みもできる

安久お花畑音楽会

日大御園グラウンド東側
問三島市役所 農政課  ☎055-983-2654

三島市御園569-1

4/29 10：00～

予定

5月上旬～下旬
ほたるに会いに行こう ほたるの観賞

浜松市天竜区神沢 六郎沢付近
問くんま水車の里(石井）　☎053-929-0636
●会費／中学生以上200円、小学生100円

くんまほたるの里

夢未来くんま

小國神社桜まつり
（花見頃3月下旬～4月上旬）

琴・尺八の音色を聴きながらの花見

※駐車場あり・シャトルバスあり
問小國神社  ☎0538-89-7302

周智郡森町一宮 3956-1 小國神社

一の宮の里

5/19

緑の谷のごちそうテラス・Cocochi体験テラス
浜松市西区大久保町1173  ※駐車場あり
問㈱ジー・ディー・エス（担当：大関、木下） 
☎053-482-3768
●会費／大人（11歳以上）2,500円
　小人（3～10歳）1,000円  ※3歳未満無料

梅狩り梅ジュース作り体験＆お食事（ジャンボパエ
リア、特製スープ）

CoCoChiの梅で梅ジュース作り体験
予定

美竹林と極旨野菜の里

4/7

4/7

小國神社十二段舞楽

国指定重要無形
民俗文化財に登
録された十二段
舞楽の舞

※駐車場あり・シャトルバスあり
問小國神社  ☎0538-89-7302

周智郡森町一宮 3956-1 小國神社

一の宮の里

4/20   21

緑の谷のごちそうテラス・Cocochi体験テラス
浜松市西区大久保町1173  ※駐車場あり
問㈱ジー・ディー・エス（担当：大関、木下） 
☎053-482-3768
●会費／大人（11歳以上）2,500円
　小人（3～10歳）1,000円  ※3歳未満無料

タケノコ堀り体験＆
お食事（タケノコご
飯、丸鶏のグリル）旬のタケノコ堀り体験

予定
美竹林と極旨野菜の里

6月中旬開催予定

酪農王国オラッチェ周辺
問酪農王国株式会社  ☎055-974-4192

丹那の牛ふん堆肥「緩衝力」で育てた函南めぐり野菜の
じゃがいもを収穫できる※生育状況により開催期間が
変更になる場合もあります

じゃがいもの収穫体験
丹那

6月上旬～

6月中旬

5/26

5/18

オープンハウスぷぶふの日
人・自然の暮らしぶりを味わう里山めぐり
天方・三倉地区

案内所：アクティ森（森町問詰1115-1） ※駐車場あり
問森町ツーリズム研究会  ☎0538-85-6315

天方

新所あじさいまつり
あじさいを鑑賞しながら通学路農道の散歩
コース途中にはビオトープや草笛体験などイベントも

湖西市新所680  ※駐車場あり
問新所水とみどりのプロジェクト（代表 菅沼徳一）  
☎053-578-1685、090-6767-4005

湖西市立東小学校及び南側周辺農道

新所水とみどりのプロジェクト
6/9

花菖蒲まつり
花菖蒲見頃（6月上旬～7月下旬）

周智郡森町一宮 3956-1  ※駐車場・シャトルバスあり
問小國神社  ☎0538-89-7302

小國神社

一の宮の里

6/2

田植え体験

平成棚田
問ふじのくに美しく品格のある邑  白糸の里（佐藤俊治）
☎090-2181-3962　
https://shiraitonosato.info/
●参加費／1,000円

白糸の里

平成棚田で農業体験　
白糸コシヒカリの手植え・機械植えを体験できる（昼
食付） ※植えたお米の販売予約受付・詳細は白糸の
里ホームページで

縁結びの村くのわき

久野脇地区をぐるっと歩いて回ることができるJRさ
わやかウォーキングの開催

JRさわやかウォーキング

久野脇地区
問KM会（担当：代表 筒井）  ☎090-7850-8491

5/19

5月中旬（開催日は3月に決定）
9：00～11：00

方ノ上
子供たちによ
る「さつま芋の
蔓挿し」

さつまいも蔓挿し
大石 宅

問方ノ上美農里会（平井）  ☎090-9198-8242

竜ヶ石山～西四村の里～

ホタル鑑賞会
沼田区集会所付近

問沼田ロマンチック街道育成会代表根上孝吉
☎090-7859-3570　●参加費無料

沼田ロマンチック街道 邑育ちのホタルを鑑賞
菖蒲の花も見頃で菖
蒲の周りを舞うホタル
が見られる

御殿場市沼田191

※駐車場無料（平成棚田）富士宮市原

函南町丹那349-1

酪農王国オラッチェ周辺
函南町丹那349-1（酪農王国オラッチェ）
問酪農王国株式会社  
☎055-974-4192

丹那の牛ふん堆肥「緩衝力」で育てた函南めぐり野
菜の大根（春じまん）を収穫できる

大根（春じまん）の収穫体験

丹那

5月上旬～

6/2
焼津市方ノ上186-1

焼津市上小杉

4/13   14
みどりまつり
清水町総合運動公園

久米田

花の苗や植木の即売会　模擬店
や地元生産者の新鮮野菜市も

問清水町都市計画課　☎055-981-8224

4/7
内房たけのこ・
桜まつり

富士宮市内房の新長田橋など※多会場あり

内房の里

特産品の「たけの
こ」を旬に先がけ販売　
杵つき草餅の無料振る舞いなども（特産
たけのこは9時～販売、先着順）

問内房里づくりの会（事務：鈴木）☎090-5623-9599※生育状況により開催期間が変
更になる場合もあります

トキワマンサクまつり
餅・甘酒無料配布、トキワマンサク苗販売、チャリ
ティー朝市、夜間ライトアップ(前日夜)

問神座里山多夢の会（代表 杉浦照晃）  
☎053-578-0259、090-4268-6190

湖西市神座116-1 神座集落センター

神座里山多夢の会

4/21

深良用水まつり

深良用水通水を記念したイ
ベント　地域の皆様による出
店　田植えの実演　通水当
時の仮装をした行列を行う

問裾野市深良支所  ☎055-992-0400
※一般駐車場なし  現場誘導員の指示に従ってください

裾野市立深良小学校グラウンド

深良地区

4/28

駿東郡清水町伏見52-17

浜松市南区恩地町443
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www.shizuoka-murasapo.net

にようこそ
「○○について勉強したい！」「地域資源の掘り起こしや、新たな活用を考えたい！」
「企業と連携して、新たな取り組みをしてみたい！」
「むらづくりを応援したい！」「農産物を活用したビジネスをしたい！」など、
相談事がありましたら、お近くのワンストップ窓口へご連絡を！
窓口がアドバイスやマッチングをお助けします。

農山村にかかわる相談にぜひご活用ください！

情報
発信

https ://www.facebook.com/muradoki/

しずおか　むらサポ 検索

旬な農山村の情報を
「むらサポ」WEB・

フェイスブックで広報します

むらとまちの人 と々の
連携を支援します
【支援内容の例】
・地域の特産品を用いた商品開発
・企業や大学とのマッチング
・他の邑の取組紹介、
　交流会の開催

農山村のよろず相談室を
受けつけます
【相談内容の例】
・○○の手法を勉強したい
・邑への移住者を増やしたい
・農業をやってみたい

【情報内容の例】
・農山村でのイベント開催
・ポランティアの募集
・農産物販売の開始

特定非営利活動法人NPOサプライズ

伊豆

伊豆地域

東部地域

中部地域

西部地域

東部

中部
西部

伊豆市修善寺75ドットツリーオフィス  ☎0558-99-9120（平日のみ9時から16時）

特定非営利活動法人ホールアース研究所
富士宮市下柚野165  ☎0544-66-0790（9時から17時）

一般社団法人SACLABO
藤枝市若王子705-2  ☎070-5332-3955 (9時から18時）

浜松市市民協働センター（浜松市民協働サポートグループ）
浜松市中区中央1丁目13-3  浜松市市民協働センター内
☎053-457-2616 (9時～21時30分 ※12/29～1/3を除く）

地域づくりアドバイザーによる
研修会・交流会

出張相談会

オフィシャルウェブサイト
http://www.fujinokuni-mura.net

Facebook

ふじのくに美しく品格のある邑づくり
情報発信チーム『邑ドキッ！』美しく品格のある邑 検索「ふじのくに美しく品格のある邑づくり」連合

オフィシャルウェブサイト Facebook
www.facebook.com/
shizuokamurasapo/

むらづくりワンストップ窓口

他の邑との
ネットワークも
広がります。

県の地域づくり
アドバイザーや
環境学習コーディ
ネーターが在籍
しています。

むらづくり
ワンストップ窓口
地域づくりに役立つ研修会や、相談会、
交流会も年に数回開催中！

【参加無料】

各種
相談

連携
支援

http://www.webmican.com/

〒140‐0014 東京都品川区大井1‐6‐3
アゴラ大井町（静岡銀行ビル）3階

首都圏に県内の農山村の情報を発信する拠点ができました！
首都圏で販路拡大やビジネスマッチングを行う「首都圏イノ
ベーションセンターMICAN」が、首都圏への県内農山村のPR
や企業とのビジネスマッチングを支援します。

首都圏イノベーションセンターMICAN

相談無料
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